
旅
館
大
橋

旅
館
大
橋
は
、
長
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
豪
壮
な
木
造
３
階
建
て
の
旅
館
で
、

昭
和
６
年
に
着
工
さ
れ
、
２
年
の
歳
月
を
か

け
て
同
８
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

屋
根
瓦
も
現
地
に
窯
を
作
っ
て
焼
成
さ
れ
、

客
室
は
ど
の
部
屋
か
ら
も
三
朝
川
が
眺
め
れ

る
よ
う
雁
行
状
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

唐
破
風
の
車
寄
せ
を
持
ち
、
部
屋
ご
と
に

意
匠
も
木
材
に
変
え
ら
れ
、
凝
っ
た
造
り
の

数
寄
屋
風
の
建
物
で
、
昭
和
初
期
の
大
規
模

な
和
風
旅
館
と
し
て
貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

明
治
元
年
創
業
の
木
屋
旅
館
は
木
造
３
階

建
て
の
宿
で
、
数
度
の
増
築
が
行
わ
れ
、
複

雑
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
客
室
は
部
屋

ご
と
に
特
徴
の
あ
る
樹
種
を
使
い
分
け
趣
向

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
大
正
３
年
の
改
修
時
の
意
匠
を
残
す

「
楽
泉
の
湯
」
は
、
当
時
の
温
泉
施
設
の
原

型
を
保
つ
自
噴
泉
か
け
流
し
の
洞
窟
状
の
空

間
で
、
近
代
以
降
の
温
泉
施
設
の
様
子
を
伝

え
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

萬
寿
山

南
苑
寺

南
苑
寺
は
臨
済
宗
相
国
寺
の
寺
院
で
、
昭

和
２
年
建
築
の
山
門
、
本
堂
、
隠
寮
、
食
堂

な
ど
が
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
門
は
明
様
式
の
袴
門
で
、
異
国
情
緒
を

醸
し
出
し
、
本
堂
は
入
母
屋
平
入
の
一
部
二

階
建
て
の
数
寄
屋
建
築
で
隠
寮
と
共
に
貴
重

な
樹
種
を
適
材
適
所
に
用
い
て
い
ま
す
。

明
取
窓
も
丸
窓
に
す
る
な
ど
、
意
匠
も
趣

向
を
凝
ら
し
、
本
堂
屋
根
の
鬼
瓦
も
見
る
角

度
に
よ
っ
て
表
情
が
一
変
す
る
な
ど
、
当
時

の
瓦
職
人
の
遊
び
心
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

三
朝
橋

三
朝
橋
は
橋
長
６
８
．
６
ｍ
、
有
効
幅
員

５
．
５
ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
木
橋
型
連

続
街
橋
で
、
京
都
大
学
建
築
科
の
創
設
者
で

あ
る
武
田
五
一
の
設
計
に
よ
り
、
昭
和
９
年

に
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、
橋

脚
や
青
御
影
石
に
よ
る
親
柱
、
高
欄
、
春
日

燈
籠
な
ど
木
橋
風
の
丁
寧
な
デ
ザ
イ
ン
が
さ

れ
て
お
り
和
と
洋
の
融
合
の
意
匠
を
得
意
と

し
た
武
田
五
一
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
鼓
橋
風
の
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
温
泉
街
の
風
情
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆

武
田
五
一

（
１
８
７
２
～
１
９
３
８
）

武
田
五
一
は
「
関
西
建
築
界
の
父
」
と
呼

ば
れ
る
建
築
家
で
日
本
の
近
代
建
築
を
代
表

す
る
一
人
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
後
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
、

セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
我
が
国
へ
紹
介
し
、
建

築
以
外
に
も
、
工
芸
や
図
案
も
手
掛
け
ま
し

た
。
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↓横から見た鬼瓦

睨みをきかせている

～
三
朝
温
泉
の
登
録
有
形
文
化
財
～

三
朝
町
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
三
徳
山
投
入

堂
を
始
め
、国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
大
綱
引
き
『じ
ん
し
ょ
』

等
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、温
泉
街
に
も
い
く
つ
か
の
登
録
有
形
文
化

財
の
建
物
や
、有
名
建
築
家
が
関
わ
っ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
そ
れ
ら
の
登
録
有
形
文
化
財
と
三
朝
に
ゆ
か
り
の
建
築
家
作
庭

家
を
紹
介
し
ま
す
。
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其
の
壱

其
の
弐

其
の
参

其
の
四

三
朝
温
泉
ゆ
か
り
の

建
築
家
・
作
庭
家

其
の
五

完成直後（昭和９年頃）の三朝橋

↑正面から見た鬼瓦

柔らかい表情で見守っている？

木
屋
旅
館

現
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
や
、
現
・
京
都

大
学
建
築
科
を
創
設
し
、
多
く
の
後
進
を
育

成
す
る
と
共
に
、
現
・
神
戸
大
学
工
学
部
の

設
立
や
法
隆
寺
、
平
等
院
の
修
復
に
も
か
か

わ
り
ま
し
た
。

三
朝
温
泉
で
は
、
三
朝
大
橋
と
共
に
旅
館

旧
万
翠
楼
を
設
計
し
、
望
楼
と
唐
破
風
の
車

寄
せ
を
持
つ
旅
館
と
橋
を
一
体
化
さ
せ
、
三

朝
温
泉
の
象
徴
と
な
る
景
観
を
創
出
し
ま
し

た
。
（
尚
、
現
万
翠
楼
に
は
、
人
間
国
宝
の

宮
大
工
、
魚
津
弘
吉
が
作
っ
た
茶
室
、
無
声

庵
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
）

☆

堀
口
捨
己

（
１
８
９
５
～
１
９
８
４
）

東
大
大
学
院
で
近
代
建
築
史
を
学
ぶ
と
共

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
建
築
運
動
に

共
鳴
し
、
分
離
派
建
築
会
を
結
成
し
ま
す
。

後
に
日
本
の
数
寄
屋
造
り
に
美
を
見
い
出

し
、
伝
統
文
化
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
統
合

を
図
っ
た
建
築
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
茶
室
を
建
築
と
し
て
見
つ
め
、
論
文
「
利

休
の
庭
」
で
は
北
村
透
谷
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
茶
室
と
数
寄
屋
の
研
究
論
文
や
多
く
の
建

築
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

三
朝
温
泉
で
は
、
旅
館
後
楽
を
設
計
し
、
旧

家
よ
り
譲
り
受
け
た
長
屋
門
や
、
柱
、
梁
を

再
構
成
し
て
、
豪
壮
な
ロ
ビ
ー
や
茶
室
様
式

の
客
室
を
造
り
ま
し
た
。

☆

重
森
三
玲（

１
８
９
６
～
１
９
７
５
）

日
本
美
術
学
校
で
日
本
画
を
学
び
ま
す
が

挫
折
し
、
京
都
へ
移
る
と
、
生
け
花
の
革
新

運
動
を
勅
使
河
原
蒼
風
ら
と
共
に
始
め
ま
す
。

後
に
日
本
庭
園
を
独
学
で
研
究
し
、
昭
和

１
１
年
よ
り
全
国
の
日
本
庭
園
を
調
査
、
日

本
庭
園
の
研
究
家
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残

す
と
共
に
、
国
内
に
２
０
０
も
の
庭
園
を
作

庭
し
ま
し
た
。
作
庭
さ
れ
た
庭
は
、
力
強
い

石
組
み
と
モ
ダ
ン
な
苔
の
地
割
り
で
構
成
さ

れ
た
枯
山
水
が
特
徴
で
、
三
朝
で
は
解
体
さ

れ
た
永
楽
庵
の
庭
を
設
計
し
て
い
ま
す
。

（
三
朝
館
に
は
、
息
子
の
重
森
完
途
氏
が
手

掛
け
た
石
庭
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
）

『
三
朝
温
泉
濫
觴

概
略
』
は
三
朝
温

泉
の
歴
史
に
つ
い

て
書
か
れ
た
古
文

書
を
基
に
、
明
治

１
４
年
に
写
本
さ

れ
た
も
の
で
す
。

下

の

写

真

は

、

「
長
寛
三
年
四
月

八
日
に
大
久
保
左

馬
之
助
が
楠
の
株
を
掘
り
、
温

泉
が
湧
き
出
て
き
た
」

件
の
内
容
が
書
か
れ

て
い
る
部
分
で
す
。

そ
し
て
下
の
図
が

『
三
朝
温
泉
濫
觴
概

略
』
を
基
に
大
正
５

年
に
、
三
朝
温
泉
旅

館
組
合
の
前
身
で
あ

る
三
朝
温
泉
宿
屋
組

合
が
発
行
し
た
『
伯

耆

三
朝
温
泉
誌
』

の
一
部
で
す

こ
れ
ら
は
、
間
も
な
く
開
湯
８
５
０
年
を

迎
え
る
三
朝
温
泉
の
由
来
に
つ
い
て
書
か
れ

た
、
数
少
な
い
資
料
で
あ
り
、
今
後
も
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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三朝館に残る、重森完途氏の手掛けた石庭
在りし日の永楽庵の石庭

三
朝
温
泉
濫
觴
概
略
の
表
紙

大
正
五
年
発
行

伯
耆
三
朝
温
泉
誌
よ
り

伯耆 三朝温泉誌

の表紙

明
治
十
四
年
写
本

三
朝
温
泉
濫
觴
概
略
よ
り

三
朝
温
泉
歴
史
コ
ー
ナ
ー
で
は
三
朝

温
泉
の
開
湯
由
来
に
つ
い
て
記
載
の

あ
る
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

↓
長
寛
三
年
は
西
暦
一
一
六
五
年


